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令和５年度 精華町内部統制評価報告書

【長による評価結果】

精華町長杉浦正省は、町内部統制基本方針（令和５年１月１日策

定。以下「方針」という。）、に基づく評価を行い、方針に規定する

報告書を次のとおり作成しました。

１ 内部統制の整備及び運用に関する事項

（１）長の責任

精華町長杉浦正省は、精華町の内部統制の整備及び運用に責任

を有しており、本町においては、「地方公共団体における内部統

制制度の導入・実施ガイドライン」（平成３１年３月（令和６年

３月改定）総務省公表。以下「ガイドライン」という。）に基づ

き、「精華町内部統制に関する方針」を策定し、当該方針に規定

する事務に係る内部統制体制の整備及び運用を進めております。

（２）内部統制の基本的枠組み

内部統制とは、地方公共団体の組織目的（住民の福祉の増進）

の達成を阻害する事務上の要因（リスク）を識別及び評価し、対

応策を講じることで、事務の適正な執行を確保することをいいま

す。内部統制は、長の責任の下、組織内の全ての職員が一体とな

って取組むことで、その目的を合理的な範囲で達成しようとする

ものであります。

（３）対象事務

本町においては、公営企業を含む建設工事等発注にかかる入

札・契約事務を内部統制の対象としております。

建設工事等発注にかかる入札・契約事務以外の事務についても

事務の適正な執行を確保するための取組を実施しておりますが、

本報告書に記載する内部統制評価の対象としておりません。これ

は本町において建設工事等発注にかかる入札・契約事務にかかる

内部統制体制の整備及び運用を最優先事項としているためです。

なお、建設工事等発注にかかる入札・契約事務以外の事務も今後

段階的に内部統制評価の対象に追加する予定です。
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（４）対象事務に関して整備及び運用した内部統制施策の例示

本町においては、建設工事等発注にかかる入札・契約事務に係

る内部統制体制の整備及び運用の一環として、例えば以下のよう

な取組を実施しています。

① 精華町入札監視委員会の設置及び会議実施

町の入札及び契約について事後の監視を行い、入札及び契約

の過程並びに契約の内容の透明性の確保並びに公正な競争の

促進を図ることを目的に令和２年４月に設置し、以来年２回の

会議で入札及び契約について審議を行っています。

② 精華町入札調査監視委員会の設置及び会議実施

町の入札及び契約についての事後の検証及び調査を実施する

ことを目的に令和２年４月に設置し、以来年４回の会議で予定

価格１３０万円未満の建設工事等を中心に調査・監視を行って

います。

③ 職員向けコンプライアンスチェックの実施

職員の法令遵守意識の確認及び啓発を目的に、年１回全職員

を対象としたコンプライアンスチェックを実施しています。

（５）内部統制の限界

内部統制は、その性質から、リスクの発生を完全にゼロにする

ことを可能とするものではありません。複数の担当者による共謀、

当初想定していなかった組織内外の環境の変化、非定型的な事務

処理、長による不当な内部統制の無視等により、内部統制が有効

に機能しない場合があります。

２ 内部統制の評価手続に関する事項

（１）評価対象期間及び評価基準日

本町においては、令和５年４月～令和６年３月を評価対象期間、

令和６年３月３１日を評価基準日として、ガイドラインの「Ⅳ 内

部統制評価報告書の作成」に基づき、全庁的な内部統制及び方針

に規定する事務に係る内部統制（業務レベルの内部統制）の評価

を実施いたしました。

（２）評価対象部局

総務部、住民部、健康福祉環境部、事業部、会計課、上下水道
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部（公営企業含む）、消防本部・署、教育部、議会事務局を対象

部局といたしました。

（３）評価手続

① 全庁的な内部統制

内部統制の評価を担当する部署（本町では総務部入札契約室

及び総務部財政課が内部統制の評価を実施。以下、「内部統制

評価部局」という。）において、ガイドライン別紙１「地方公

共団体の全庁的な内部統制の評価の基本的考え方及び評価項

目」に規定されている評価項目について内部統制の整備状況を

記録し、必要に応じて担当課へのヒアリング等を行うことで評

価を実施いたしました。

なお、本年度は３か月に１回評価を実施しております。

② 業務レベルの内部統制

リスク評価シートを用いた 32 箇所の課室（公営企業を含む）

による自己点検及び内部統制評価部局による独立的評価（書面

審査及び原課へのヒアリング）を行うことで、整備状況及び運

用状況の評価を実施いたしました。

（ア）整備状況の評価

整備状況の評価では、リスク評価シートに記載されている

リスク対応策が各担当課の業務の中で網羅的に実施されてい

るかという視点で、自己点検及び独立的評価を通じて以下の

２点を確認しました。

・各担当課の業務の中で、リスク対応策に相当する手続を実

施することになっているか。

・評価対象期間に実施された業務を一定数抽出し、抽出され

た業務において「１」の手続が漏れなく実施されているか。

（イ）運用状況の評価

運用状況の評価では、リスク評価シートに記載されている

リスクが実際に発生したかどうかを自己点検及び独立的評価

を通じて確認しました。

（ウ）評価マニュアル及び研修の実施

各担当課における自己点検にあたり、全庁共通の基準で自

己点検が実施されるよう評価マニュアルを作成するとともに、
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各担当課の評価実施者に対して研修を実施し周知徹底を図り

ました。また、内部統制評価部局による独立的評価も前述の

評価マニュアルに準拠して実施しました。

（エ）自己点検及び独立的評価の実施状況

自己点検及び独立的評価は３か月に１回実施しております。

評価対象部局は以下の通りです。

総務部、住民部、健康福祉環境部、事業部、会計課、

上下水道部（公営企業含む）、消防本部・署、教育部、

議会事務局

（オ）精華町内部統制推進会議

部局相互間の内部統制に関する総合調整及び情報共有を図

るため、精華町内部統制推進会議を設置しており、内部統制

推進にかかる最高責任者（町長）、副最高責任者（副町長及び

教育長）、総括責任者（総務部長）及び内部統制責任者（部長

等）で組織しております。

３ 評価結果

上記評価手続を実施した限りにおいて、内部統制の重大な不備（内

部統制の不備のうち、地方公共団体・住民に対し大きな経済的・社

会的な不利益を生じさせる蓋然性の高いものもしくは実際に生じさ

せたもの）は検出されず、内部統制は評価基準日において有効に整

備及び評価対象期間において有効に運用されていると判断いたしま

した。

ただし、重大な不備には該当しないものの、下表に掲げるような

軽微な不備を検出しております。軽微な不備についてはその原因や

再発防止策を調査するとともに、関係部署に対して注意喚起を実施

しております。

○整備状況評価：３件

区分 件数

執行伺いに関連する不備 １件

検査に関連する不備 ２件
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○運用状況評価：６件

４ 不備の是正に関する事項

記載すべき事項はありません。

令和６年８月８日報告

精華町長 杉浦 正省

区分 件数

事業実施伺いに関連する不備 ５件

検査に関連する不備 １件
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（別紙１）地方公共団体の全庁的な内部統制の評価の基本的考え方

基本的要素 評価の基本的な考え方

統制環境 １ 長は、誠実性と倫理観に対する姿勢を表明し

ているか。

２ 長は、内部統制の目的を達成するに当たり、

組織構造、報告経路および適切な権限と責任を

確立しているか。

３ 長は、内部統制の目的を達成するにあたり、

適切な人事管理及び教育研修を行っているか。

リスクの評価

と対応

４ 組織は、内部統制の目的に係るリスクの評価

と対応ができるように、十分な明確さを備えた

目標を明示し、リスク評価と対応のプロセスを

明確にしているか。

５ 組織は、内部統制の目的に係るリスクについ

て、それらを識別し、分類し、分析し、評価す

るとともに、評価結果に基づいて、必要に応じ

た対応をとっているか。

６ 組織は、内部統制の目的に係るリスクの評価

と対応のプロセスにおいて、当該組織に生じう

る不正の可能性について検討しているか。

統制活動 ７ 組織は、リスクの評価及び対応において決定

された対応策について、各部署における状況に

応じた具体的な内部統制の実施とその結果の

把握を行っているか。



- 7 -

８ 組織は、権限と責任の明確化、職務の分離、

適時かつ適切な承認、業務の結果の検討等につ

いての方針及び手続を明示し適切に実施して

いるか。

情報と伝達 ９ 組織は、内部統制の目的に係る信頼性のある

十分な情報を作成しているか。

10 組織は、組織内外の情報について、その入手、

必要とする部署への伝達及び適切な管理の方

針と手続を定めて実施しているか。

モニタリング 11 組織は、内部統制の基本的要素が存在し、機

能していることを確かめるために、日常的モニ

タリングおよび独立的評価を行っているか。

ＩＣＴへの対

応

12 組織は、内部統制の目的に係るＩＣＴ環境へ

の対応を検討するとともに、ＩＣＴを利用して

いる場合には、ＩＣＴの利用の適切性を検討す

るとともに、ＩＣＴの統制を行っているか。
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（別紙２）内部統制体制にかかる会議体

１ 精華町入札監視委員会について

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成１

２年法律第１２７号）」の趣旨を踏まえ、町の入札及び契約について、

事後の監視を行い、入札及び契約の過程並びに契約の内容の透明性

の確保並びに公正な競争の促進を図るため、外部有識者による「精

華町入札監視委員会」を設置しております。

令和５年度は、当該委員会を２回開催し、概要は以下のとおりで

す。

（１）令和５年５月１８日開催

（２）令和５年１１月１５日開催

２ 精華町入札調査監視委員会について

精華町入札調査監視委員会の設置等に関する要綱に基づき、町の

入札及び契約についての事後の検証及び調査を実施するため、予定

審議対象期間 令和４年１０月１日～令和５年３月３１日

審議対象件数 工事３０件（うち、一般競争入札２７件）

抽出件数 ５件

委員会意見の

内容

〇抽出案件に関する入札経緯等について

具申すべき特段の意見はない。なお、各委員

から出された質問・意見について、今後の入札

契約事務において参考にされたい。

審議対象期間 令和５年４月１日～令和５年９月３０日

審議対象件数 工事４０件（うち、一般競争入札３９件）

抽出件数 ８件

委員会意見の

内容

〇抽出案件に関する入札経緯等について

具申すべき特段の意見はない。なお、各委員

から出された質問・意見について、今後の入札

契約事務において参考にされたい。
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価格１３０万円未満の建設工事等を調査・監視する「精華町入札調

査監視委員会」を設置しております。予定価格１３０万円未満の建

設工事等は随意契約によることが多く入札にかける事例が少ないた

め、精華町入札調査監視委員会は随意契約案件を中心に調査・監視

しています。

令和５年度における精華町入札調査監視委員会において、一般競

争入札案件はありませんでした。
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（別紙３）精華町内部統制推進会議

部局相互間の内部統制に関する総合調整、情報共有、自己評価結

果並びに評価報告書の確認のため、精華町内部統制推進会議を設置

しております。

令和５年度を評価対象期間とした当該会議を４回開催し、概要は

以下のとおりです。

（１）令和５年１０月５日開催

（２）令和５年１２月１２日開催

（３）令和６年３月１１日開催

対象期間 令和５年４月１日～令和５年６月３０日

対象事務 建設工事等発注にかかる入札・契約事務

確認内容 〇内部統制にかかる自己評価及び独立的評価の実

施結果（令和５年４月～６月分）

推進会議意見

の内容

特段の意見はない。

対象期間 令和５年７月１日～令和５年９月３０日

対象事務 建設工事等発注にかかる入札・契約事務

確認内容 〇内部統制にかかる自己評価及び独立的評価の実

施結果（令和５年７月～９月分）

推進会議意見

の内容

特段の意見はない。

対象期間 令和５年１０月１日～令和５年１２月３１日

対象事務 建設工事等発注にかかる入札・契約事務

確認内容 〇内部統制にかかる自己評価及び独立的評価の実

施結果（令和５年１０月～１２月分）

推進会議意見

の内容

特段の意見はない。



- 11 -

（４）令和６年７月２３日開催

対象期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日

対象事務 建設工事等発注にかかる入札・契約事務

確認内容 〇令和５年度精華町内部統制評価報告書（案）

○内部統制にかかる自己評価及び独立的評価の実

施結果（令和６年１月～３月分）

○令和６年度にかかる内部統制評価一覧表

推進会議意見

の内容

特段の意見はない。


